
202３年第4回定例会 一般質問

本田：小中学校の給食配膳員は一部を除いて１校１名体制で、エアコンもない配膳

室に待機し、重いワゴンを運ぶ過酷な仕事をしている。１校２名の増員、配膳室へ

のエアコン設置を求める。

学校教育部長：来年度から１校２名体制で人員要求している。エアコン設置は配膳

室の構造などから難しい。

市長公室長：増員要望については、さまざまな部署から上がっている。実情を聞き

ながら総合的に判断していきたい。

小中学校の配膳員さんの過酷な労働環境をおうかがいする機会

があり、改善に向けて質問を行いました。配膳室へのエアコン設

置は給食の衛生的な保管のためにも必要だと考えています。

1.給食配膳員の労働環境

給食配膳員が１校２名体制に 過酷な労働環境改善を求める

本田の視点
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2.六小・九小の校舎増築工事と校庭利用

六小・九小のアスベスト関連工事と校庭利用の代替策を質問
本田：六小・九小の校舎増築工事に関連してアスベストの除去工事があると聞い

ているがその内容は。また、地域団体などが校庭を利用できない時の代替策は。

学校教育部長：六小・九小の校舎内部の建材にアスベストが含まれており、関係

法令に従い、飛散防止対策を行って除去工事を行う。

生涯学習部長：生涯学習部で所管する体育施設・公園体育施設は市内の保育園・

幼稚園などの団体の先行予約を受け付けている。

校庭利用団体の方から、校舎増築工事や運動会の影響で校庭が

使えない時期があるとうかがい質問しました。アスベスト除去工

事による使用制限はありません。校庭利用ができない場合は、他

公共施設の利用もできるため、お問い合わせください。

本田の視点

3.医療的ケア児への支援

障害児保育・学校への看護師配置の制度整備を求める
本田：医療的ケア児は育成保育だけではなく、通常の保育でも預かる応諾義務が

あるが、体制整備の状況は。学校の継続的な看護師配置に向けた取組は。

こども・健康部長：ガイドラインの見直しをする。見直しまでの間も受付は行う。育

成保育・障害児保育・医療的ケア児の保育は、施設整備と制度

整理を検討する。

学校教育部長：来年度、看護師配置が必要な児童を把握して

いる。庁内連絡会で来年度の対応につなげたい。

ようやく実現した学校への看護師配置を継続

できるよう働きかけます。障害のある子ども・

医療的ケア児の保育も確実に実現につなげます。

本田の視点

3.水害からの避難と避難経路の確保

第二中学校の建て替えは急務 計画策定は2026年度に
本田：第二中学校の浸水想定の程度は。

学校教育部長：第二中学校の一帯は最大5ｍから１０ｍの

浸水の深さが想定されている。

本田：どの小中学校の改築を検討しているのか。

学校教育部長：改築は二中・三小・二小・一小が優先。

本田：学校施設長寿命化方針をさらに具体化した長寿命化計画をいつ作るのか。

学校教育部長：2026年度基本計画に改定し、改築改修の道筋をつけたい。

二中は浸水想定区域にあり、校舎劣化が進んでいるため、改築が

必要です。学校施設の改築を進めるための計画策定の時期が初

めて明言されました。今後の計画策定に注目していきます。

本田の視点

本田：根岸台に建設予定の有料老人ホームの近隣説明に不備はなかったのか。

都市建設部長：事業者は説明結果の報告書を市に提出する。今回は適切に行わ

れている。

本田：都市建設部と福祉部の分野横断的な連携は行ったのか。

都市建設部長：必要な助言指導を行うよう関係各課に申し入れている。

本田：施設建設と市外の人の入居で介護サービスの需要だけが増える可能性は。

福祉部長：その可能性はある。複合型サービス事業所の設置をお願いしていく。

有料老人ホームの許認可は県が担当ですが、地域住民と一緒に

事業者がまちづくりに参加するためにも、市の状況把握を求めま

した。介護サービス利用の増加にも対応が必要です。

4.第９期介護保険事業計画策定の現状

根岸台に建設予定の老人ホーム 市に状況把握を求める

能登半島地震支援募金活動 ご協力ありがとうございました

本田の視点

1月1日に発生した能登半島地震で被災された方に心よりお見舞い申し上げます。

１月８日に立憲民主党埼玉４区党員の仲間と街頭募金活動を

行い、39,794円のご協力をいただきました。こちらは立憲民主

党本部を通じて日本赤十字社に寄付しました。

１月１４日には市議会会派立憲・歩みの会でくろかわしげる議員

と街頭募金活動を行い、４１，３３２円のご協力をいただきました。

こちらも会派2人で朝霞郵便局から日本赤十字社に寄付しました。

これからも被災地支援としてできることをしていきます。
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